
 

 

平成 30年度 事業計画書 

 

Kawasemi・杜のおかしやさん（就労継続支援Ａ型事業） 

 

オープン 3年を経過したあたりから、口

コミでお客さんの数も増え、昨年度は 5周

年を迎えることが出来た。ひとえにお客様

に育てていただいた結果であるが、現状に

満足するのではなく進化しつづける必要が

ある。 

発酵卵をメインとした身体にいい食事を

提供したいという想いが、お客様に宣伝す

ることによって予約で満席になる日も増え、

2階の個室利用に関しても連日、キッズス

ペースとして若いお母さん方にご利用いた

だいている。 

障害があるのだから、いろいろな面は大

目にみてもらうということではなく、一般

のレストランと何らかわらない一流のもの

を目指して、清潔でどことなく落ち着くい

い雰囲気で、美味しい食事を提供し、きち

んとした接遇（気持ちのいい接客）でお客

様をおもてなすことができる店にしていき

たい。 

利用者の個々の特性を生かせることが出

来るように工夫しつつ、仕事としての役割

は働くものとして、どこまでも求めていき

たい。これまで面談の時間も取れていない

こともあったが、今年度は定期的に実施し、

利用者が働くことにおいて重要になってく

る生活面のサポートもおこない、その人の

生活をトータルで見ていくようにしていく。 

事業所への昼食については昨年度、生活

介護げんげんへの配食を開始し、今福事業

所と合わせて２事業所となった。盛り付け

などに直接事業所へ行く機会を設けており

個々のレベルアップにつながっている。さ

らに他事業所へ広げていく方向も考えてい

く。 

昨年度８月に「杜のおかしやさん」が鴫

野東商店街にオープンした。１日に数人し

か来店されない日もあり厳しい現状ではあ

るが、地域に根ざした愛されるお店にして

いきたい。 

おかしの製造に関しては、見た目も味も

きちんとした同じものを誰もが作れること。

これを今年度は課題としてその仕組み作っ

ていく。 

店舗に関しては利用者が継続して働くこと

ができるように、製造と店舗の交流を図っ

ていく。 

また季節ごとに応じた商品やラッピング、

店舗の飾りつけや子供向けのイベントなど

も検討する。さらに低価格の商品も導入し

小さいお子さんが１００円玉を握りしめて

一人でも来られるような店にしていきたい。 

商品については、これまで同様、まだ試

行錯誤しながらつくっていかなければいけ

ないが、Kawasemiでの食後のデザートに

杜のおかしやさんのケーキを提供し、鴫野

店舗への集客にもつなげていかなければな

らない。 



杜のおかしやさんとKawasemiを分けて

考えるのではなくて、今夏にオープン予定

の杜の shokudoを含めた３つのそれぞれの

特徴と利用者の特性を考えながら柔軟には

たらきやすい環境をつくっていきたい。 

 

 

 

座座 （就労継続支援 B型事業） 

 

１．運営目標 

『働く』という事を通じて、ひとりひと

りの『生活』の質を高めていく。 

人の数だけ『生活』の形があるように、『働

く』という形も同じく千差万別。 

利用者が何を求めそれに対して、スタッフ

は何が出来るのかという基本的な構図を今

までも、そしてこれからも残していき、そ

の延長上で就労という枠に囚われない柔軟

さをもって支援していく。 

 

２．事業所より  

 日中活動支援の枠にとどまらず、自閉症

スペクトラムの特性を理解し、利用者個々

の生活支援を目指す場としてこれからも位

置づけていく。 

各スタッフのスキルアップも兼ねて積極的

に研修に参加する。 

口腔ケアに加えて看護師による週 1 回の

定期のバイタルチェック・問診を導入した

ことにより、更なる健康状態の把握が可能

になり共有できる情報量が増え生活の改善

に役立てることが出来ているが、生活習慣

病と危惧される利用者が増えている状況は

変わらない為、家族や関係者への働きかけ

もこれまで以上に行う必要がある。 

 作業面では昨年度に比べると収益は増え

ている。個々の作業意欲・能力共に上がっ

てきた結果かと思われる。人数が少ない状

況の中も個人の作業能力が上がってきてい

ると感じる。農地を拡大した畑・田んぼプ

ロジェクトでは、作物の質の向上と生産量

のアップを図る。また、Kawasemi と連携

を図り、季節に応じた野菜作りや需要に合

わせた収穫量を確保することで、無駄を省

きつつ増収に繋げていく。 

来年度からは毎月 1 回土曜開所を行い、

事業所の収益アップ、利用者の余暇活動の

充実を図っていく。 

 

３．支援体制 

管 理 者 兼 サ ー ビ ス 管 理 責 任 者      

1名（兼務） 

  支援スタッフ（生活支援員・職業指導

員）2名 

 

４．プログラム 

・月曜日～金曜日 １０：００～１６：０

０開所（個別に時間設定あり） 

土曜日はスケジュールにより開所

（日曜・祝日は休み） 

・週間予定  

・毎週火曜日   18：30～ 『マラソ

ン部』活動 

・毎週水曜日   17：30～ 『フット

サルサークル』活動 

・毎週金曜日   10：00～ 口腔ケア 

 



① 月間予定  

・毎月第一土曜日 法人全体会議・部署会

議・スタッフ研修 

・毎月 1回      避難訓練 

・毎月 1 回      土曜開所（第 3 土

曜日予定、月によって変更もあり） 

 

② 年間予定  

   ４月 お花見 

   ５月 BBQ          

   ６月 『田植え』 

   ７月 夏季一泊旅行（海水浴） 

   ８月 そうそうの杜ボーリング大会 

   ９月 外出行事 

  １０月  そうそうの杜大運動会 

        『稲刈り』 

  １１月  サルガク祭 

  １２月  クリスマス会 

そうそうの杜忘年会 

   １月   初詣 

   ２月   冬季一泊旅行（温泉） 

   ３月   外出行事 

 

③ その他  

   ・年 1回  健康診断 

 


